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要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
大
気
汚
染
の
影
響
に
よ
る
健
康
被
害
を
予
防
す
る

　
た
め
に
必
要
な
事
業
に
関
す
る
業
務
を
安
定
的
か
つ
確
実
に
実
施
す

　
る
た
め
、
公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
協
会
に
対
し
政
府
か
ら
出
資
を

　
行
う
と
と
も
に
、
既
被
認
定
者
に
関
す
る
補
償
給
付
の
支
給
等
に
要

　
す
る
費
用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
引
き
続
き
、
自
動
車
重
量
税
の

　
収
入
見
込
み
額
の
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
公
害
健
康
被
害
補
償
予

防
協
会
に
対
し
て
交
付
す
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
協
会
の
資
本
金
と
政
府
の
出
資

　
　
公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
協
会
に
資
本
金
を
設
け
、
そ
の
額
を

　
一
億
八
千
百
万
円
と
す
る
と
と
も
に
、
政
府
が
そ
の
全
額
を
出
資

　
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二
、
出
資
金
の
基
金
へ
の
充
当

　
　
政
府
か
ら
出
資
さ
れ
た
金
額
を
公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
協
会

　
の
基
金
に
充
て
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
、
自
動
車
重
量
税
か
ら
の
財
源
措
置
の
延
長



　
　
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
七
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て

　
も
、
政
府
は
、
補
償
給
付
の
支
給
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
充

　
て
る
た
め
、
自
動
車
重
量
税
の
収
入
見
込
み
額
の
一
部
に
相
当
す

　
る
金
額
を
公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
協
会
に
対
し
て
交
付
す
る
も

　
の
と
す
る
こ
と
。

四
、
施
行
期
日

　
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す

　
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
環
境
特
別
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
昨
年
の
公
害
健
康
被
害
補
償
制
度
の
改
正
を
踏
ま

　
え
、
健
康
被
害
予
防
事
業
を
安
定
的
か
つ
確
実
に
行
い
、
ま
た
既
被

　
認
定
者
に
係
る
補
償
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
所
要
の
改
正

　
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
　
第
一
は
、
政
府
か
ら
公
害
健
康
被
害
補
償
予
防
協
会
に
対
し
出
資

　
を
行
い
、
こ
れ
を
健
康
被
害
予
防
事
業
の
た
め
の
基
金
に
充
て
る
こ

　
と
で
あ
り
ま
す
。
政
府
の
出
資
額
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
お
い
て

　
一
億
八
千
百
万
円
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
第
二
は
、
自
動
車
重
量
税
か
ら
の
財
源
措
置
を
引
き
続
き
延
長
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
補
償
給
付
の
支
給
等
に
要
す
る
費
用
の
う
ち

二
割
分
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
に
係
る
分
と
し
て
制
度
発
足
以
来
本

年
度
ま
で
自
動
車
重
量
税
の
収
入
見
込
み
額
の
一
部
に
相
当
す
る
金

額
を
充
て
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
措
置
を
昭
和
六
十

三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
延
長
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
指
定
解
除
直
前
の
申
請
者
急
増
が
及

ぼ
す
事
業
計
画
へ
の
影
響
、
自
治
体
独
自
の
救
済
制
度
に
対
す
る
政

府
の
行
政
指
導
の
あ
り
方
、
基
金
の
積
み
上
げ
方
式
が
既
被
認
定
者

の
認
定
更
新
に
与
え
る
影
響
の
有
無
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
拠
出
額

と
国
の
出
資
額
の
根
拠
、
制
度
離
脱
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
業
の
あ
り
方
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
沓
脱
委
員
よ
り
本
法
律
案
に
反
対
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
案
に
対
し
、
補
償
給
付
に
要
す
る
費
用
の
徴
収
方
法
は



今
後
と
も
汚
染
原
因
者
負
担
の
原
則
に
の
っ
と
る
べ
き
こ
と
、
基
金

へ
の
拠
出
が
確
実
か
つ
十
分
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
健
康
被
害
予

防
事
業
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
交
通
公
害
対
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
必
要
な
費
用
負
担
の
あ
り
方

を
長
期
的
見
地
か
ら
検
討
す
る
こ
と
等
、
七
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決

議
が
全
会
一
致
で
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




